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はじめに
▪2012～2016   公立中学校 教諭/指導教諭

▪フューチャースクール実証校
▪一人一台タブレット 授業実践

▪2017～2023   教育員会 指導主事

▪GIGAスクールの端末整備/活用促進

▪2024  公立小学校 校長

▪リーディングDXスクール推進事業
▪生成AIパイロット校



（小学校の児童は）

使えません

（活用できるところから）

活用しましょう

はじめに



小学校での生成AIの活用にむけて

取り組んだこと

１ これまでの学びを活かした計画作り

 ２ 実態把握 (10の不安：生成AIの活用)

 ３ 実践 実践① 教頭実践
 実践② 体験/経験とイメージ化
 実践③ できるところからやってみる



１ これまでの学びを活かした計画作り

① ＩＣＴ機器は無くても授業はできるので･･･

② 私、Ｉ ＣＴ機器を使ったことがありません！

③ 毎日、忙しいので研修を受ける時間が無い

④ ＩＣＴ機器の使用は効果があるの？

⑤ 情報モラルに関わるトラブルが心配です･･･

⑥ 故障や破損したときはどうするの？

⑦ 視力低下などに影響はないの？

⑧ 書く力などが低下しないの？

⑨ 授業中困ったらどうしたらいい？

⑩ Windowsで作った教材、使えますか。

これらの
不安の解決へ

～一人一台タブレットを活用した授業について～１０の不安



可能性
ICTで「できること」の体感

「自分もできる」の体感

日常性
日常化/継続化に向けた活用

目的に応じた活用（計画と実践）

拡張性
人/場所/目的に応じた活用

総合的/複合的な活用

不安解決につなげる３つの教員視点

１ これまでの学びを活かした計画作り



出

口
整備（教員が活用できる環境）

学校での推進に向けた３つの柱

研修（教員のﾆｰｽﾞに沿った研修）

活用（実践事例）
入

口

１ これまでの学びを活かした計画作り



① 撮る ② 書く ③ 見る

④ 見せる ⑤ 拡大する ⑥ 送受信する

生徒が学習効果につながると実感したカメラの活用法

１ これまでの学びを活かした計画作り



２ 実態把握

これらの
不安の解決へ

１０の不安

～教育での生成AIの活用について～

① AIが無くても授業や仕事はできる

② 私、AIを使ったことがありません

③ 操作等が難しそう

④ AIの使用は効果があるの？

⑤ 著作権など新しいモラルに関することも知らない

⑥ 使用前の段階で、子どもが活用する力の差がありそう

⑦ 毎日、忙しいので研修を受ける時間が無い

⑧ 子どもの考える力などが低下しないの？

⑨ 授業での活用イメージができない

⑩ 子どもに教える自信がない



３ 実践① 教頭実践

•たいへんと思った時が改革への始まり

•「SuperTeacher 提案」から「教頭/担当提案」に
•提案は「現状」「課題」「対策」で

チーム学校で学校改革へ校務のＤＸに向けた計画

生成AI活用は 校務改善の一つとして

▪教頭先生との打ち合わせ



５月13日 教頭提案

「いいね」で参加確認と参加への一歩

担当からの提案発信



３ 実践② 体験/経験とイメージ化

① 論点比較と一覧表作成

② 画像認識

③ 問題文の読み取りと問題解説

④ アンケート分析

⑤ 発出文書の作成

▪生成AIとのやりとりを体験・経験

▪体験・経験でイメージ化/できるところから活
用



①論点比較と一覧表の作成 ②画像認識



③高校の入試問題にチャレンジ

令和６年度三重県立高等学校入学者選抜学力検査問題社会科
https://www.pref.mie.lg.jp/common/content/001125163.pdf



３ 実践③ できるところからやってみる

活用者 活用項目 活用の内容

管理職 校務（事務） アンケートの分析

管理職/教員 校務（事務） 発出文書作成のアイデア

管理職/教員 校務（事務） 文書添削

教員 校務（授業づくり） 教材作りのアイデア

教員 授業 情報モラルの授業の実施

実践事例



３ 実践③ できるところからやってみる

児童の評価ルーブリック



成果と課題

・多種多様な文書を処理するため、必要な情報は使え
る形で欲しい。

・昨年度フォルダの活用、生成AIの活用は何を作るか
によって使い分けていた。

・初めての文書作成についてはアイデアとして得られ
るだけでも助かった。０から考える必要がなく、時短に
なった。

教頭実践



内容 求めること

発出文書（行事案内、提出文書） 回答

新規発出文書 データ処理 アイデア

→ アイデア出しの活用には一定の効果を認めているが、日々の業務
で活用する割合は高くない。（教頭は回答を求める頻度が多い。）

教頭の生成AI活用（まとめ）
内容 参照

昨年度実施行事 （例：運動会開催通知） 昨年度フォルダ

昨年度未実施行事 （例：研究発表会開催通知） 生成AI

→ 文書作成では、既存の文書をそのまま活用したい。

→ チェック作業の軽減など時短を求めている。



成果と課題

教員実践

・教員が活用できる場面は思った以上にあった。

活用すると効果的と感じたことも多かった。

→ 活用するともっとこうしてみたいと感じた。

→ そのためにはより日常的に体験できる

環境づくりをしてきたい。



成果と課題

教員実践

・児童が活用するためには読解力、操作力が必要

・児童にどこまでAIの真偽を求めるかが課題

→ 大人でも真偽が難しいことがあった

→ これを子どもに委ねるのは難しい

・児童の生成AIとのやりとりも学習方略の一つ

として取り入れてみたい



内容 求めること

学級づくり/授業づくり/指導案/成績処理 アイデア

発出文書（通信、実施要項）/成績処理 回答

→ 教員はアイデアを求める頻度も多い

→ 校務に関しては多くの活用場面がある

教員の生成AI活用（まとめ）

活用の場面 活用にむけて

授業での活用
・授業準備等の活用は効果的である
・授業での活用は課題がある

校務での活用 ・校務での活用は効果的である


